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研究成果の概要（和文）：本研究は、個人主義の社会的機能を明らかにすることを目的として実施された。漁業
者と非漁業者を比較した研究1aは、漁業者において特に個人主義と協力行動が正の相関を示しやすいことを明ら
かにした。研究1bは、民主主義的な集団と上下関係の厳しい集団を比較し、前者で特に個人主義と情報共有行動
が正の相関を示しやすいことを明らかにした。これらの知見は、協力行動が不確実性対策としての側面を持つ
時、個人主義が必要とされることを示唆している。研究2は住居流動性と協力行動の関係を分析し、ここでも
「個人の判断」がコミュニティ内の協力を支える役割を担っていることが示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the current project was to understand how individualism 
functions in social life. Studies 1a and 1b investigated the correlations between individualism and 
cooperative behaviors. It was found that individualism was more positively correlated with 
cooperative behavior when decision makers needed to reduce uncertainty involved in resource 
acquisition (Study 1a). Also, individualism was more positively correlated with information sharing 
(i.e., cooperative behavior for group decision making) in democratic groups than in hierarchical 
groups (Study 1b). These findings suggest that individualism (or independence of individuals) plays 
roles in promoting group performance. Study 2 found that 1) people cooperate for community when they
 expect other community members cooperate (i.e., conditional cooperation), and 2) in mobile (vs. 
stable) communities, people’s expectations on others’ cooperation are sustained by others’ 
internal traits, not by external controls (e.g., norms).

研究分野： 社会心理学
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１．研究開始当初の背景 
集団主義・個人主義（および、相互協調性・

相互独立性）は、文化心理学の中心概念とし
ての役割を担ってきた。この概念が提唱され
て以来、様々な比較文化研究が実施され、心
理・行動傾向における文化的多様性が明らか
にされてきた。こうした数々の研究は、人間
の心理・行動が、人間自身が社会生活の中で
集合的に作り出す文化の影響を受けている
ことを示しており、社会的動物としての人間
理解を促進してきた。 
しかし同時に、新たな謎も浮き彫りになっ

てきた。そのひとつが、個人主義的な「社会」
の成立である。個人主義、すなわち、他者と
の関係性よりも「個」としての自己を重視す
る傾向を持つ人々の集合は、果たしてどのよ
うにして社会として成り立っているのだろ
うか。 
本研究は、従来の文化心理学が十分に扱い

きれなかった「個人主義の社会的機能」の解
明を目指した。それにあたり、協力行動の生
起における「個人の判断」の役割に特に注目
した研究 1・2 を実施した。 
 
２．研究の目的 

研究 1（研究 1a・1b）では、個人主義的傾
向が 2種類の協力行動とどのような関係を持
つかに焦点を当てた。ひとつが資源の共同分
配への協力で、もうひとつが集団意思決定へ
の協力であった。これらはいずれも、不確実
性に対する集合的対処のための協力行動で
ある。前者は個人が獲得した資源を、後者は
個人の情報・判断を、集団のレベルでプール
することで不確実性を集合的に低減させる
ものである（Kameda, Takezawa, Tindale, & 
Smith, 2002; Kameda, Tsukasaki, Hastie, 
& Berg, 2011）。 
研究 1 は、この集合的不確実性低減におい

て個人主義が果たす役割に注目した。資源や
情報のプールにより不確実性を低減させる
には、集団メンバーが個人主義的傾向を持ち、
相互に独立に判断・行動する必要があると考
えられる。相互に独立に判断しなければ、判
断のエラーがメンバー間で共有されてしま
う。そうなると、集団のレベルでプールして
も、エラーが相殺されない。ここから、「個
人の判断」こそが、集合的不確実性低減を支
えていると考えることができる。 
以上の仮説に基づき、研究 1 は次の 2 点を

検討した。第一に、資源共有により不確実性
低減を図る必要がある者（e.g., 漁業者）と相
対的にその必要性が低い者を比較した（研究
1a）。資源獲得において不確実性に直面しや
すい者ほど、協力行動と個人主義が正の相関
関係を示しやすいと予測される。第二に、ト
ップダウン型の意思決定を行う集団と民主
主義的に意思決定を行う集団を比較した（研
究 1b）。民主主義的な意思決定を行う集団に
おいては、集団意思決定への協力行動（e.g., 
情報の収集と共有）と個人主義が正の相関関

係を示しやすいと予測された。 
研究 2 では、他者による「個人の判断」が

自己の協力行動にどのような影響を及ぼす
かを検討した。協力行動に関する心理学研究
では、古くから、「他者による協力行動への
期待」が重要な役割を果たすことが知られて
いる（e.g., Pruitt & Kimmel, 1977）。本研究
は、どのような時に他者の協力を期待するか
がコミュニティの流動性によって異なる可
能性に注目した。特に、流動性が高い時には
他者の自発的協力行動（i.e., 個人の判断に基
づく協力行動）への期待が重要になるとの可
能性を検討した。 
まず、他者の協力を期待させる基盤のひと

つとして、フリーライドに対する監視と制裁
が考えられる（Shinada & Yamagishi, 2007）。
フリーライドした者が発見され、そしてコミ
ュニティからの排斥などの制裁が加えられ
るのであれば、（自分だけでなく）コミュニ
ティ内の他者も協力するだろうと期待でき
る状況となる。ただし、こうした外的コント
ロールが十分に機能するのは、流動性の低い
時に限定されると指摘されている（Su et al., 
2016）。流動性が高い時、コミュニティから
の排斥はフリーライダーにとって十分な脅
威とならない（山岸・吉開, 2009）。そこで、
流動性の高い状況では、他者の自発的な協力
行動、すなわち他者の「個人の判断」に基づ
く協力行動を期待できる時にこそ、自己も協
力行動を取りやすいと考えられる（山岸 , 
1998）。これは、コミュニティの流動性が高
い時には、外的コントロールをもって社会秩
序を形成することに限界があり、「個人の判
断」こそが重要な役割を果たすとする見解で
ある。研究 2ではこの仮説を実験で検証した。 
 
３．研究の方法 
研究 1a は、西日本の 34 集落で郵送調査を

実施した。回答者の中には漁業者・養殖漁業
者・農業者・その他の職業に就く者が含まれ
た。このうち、資源獲得上の不確実性が最も
高いのは漁業者であり、漁業者と非漁業者を
比較した。 
研究 1b では、上下関係がはっきりしてい

てトップダウンで意思決定を行う集団と、民
主主義的に意思決定を行う集団を比較した。
前者の集団として大学生の体育系クラブ・サ
ークル、後者の集団として文化系クラブ・サ
ークルを位置づけ、それぞれを対象とした質
問紙調査を実施した。 
研究 2 では、WEB 上でシナリオ実験を行

った。この実験では、自己の流動性の高低な
らびにコミュニティ内他者の流動性の高低
が操作された（i.e,, 計 4 種類のシナリオ）。
自他の流動性についてのマインドセットを
操作した後、コミュニティへの協力行動、コ
ミュニティにおける協力規範の知覚、コミュ
ニティ内他者への信頼を測定し、その関係を
分析した。 
 



４．研究成果 
（1）研究 1a 
調査方法：西日本 34 コミュニティで郵送

調査を実施した。3 府県 21 市町村 33 コミュ
ニティの 215 人から有効回答が得られた（回
収率 12%）。この中には漁業者（養殖漁業者
を除く）が 39 人、農業者が 85 人含まれてい
た。調査では、コミュニティ内での協力行動、
個人主義傾向などが測定された。 
結果: 漁業者において、コミュニティ内で

の協力行動と個人主義傾向が正の相関（r 
= .47）を示した。一方、農業者（r = .24）お
よびその他（r = -.06）での相関関係はこれよ
り弱いものであった（マルチレベル分析で検
討した結果は表 1）。 
 

表 1. コミュニティ内での協力行動を目的変
数としたランダム切片モデル 
（レベル 1 は個人、レベル 2 はコミュニティ） 
  b p 
個人主義 0.16 0.145 
相互協調性 -0.10 0.020 
漁業者ダミー 0.02 0.927 
養殖漁業者ダミー     
農業者ダミー 0.08 0.702 
個人主義×漁業者 0.78 0.035 
個人主義×養殖漁業者     
個人主義×農業者 0.23 0.385 
相互協調性×漁業者 -0.79 < .001 
相互協調性×養殖漁業者     
相互協調性×農業者 -0.09 0.734 
女性ダミー 0.22 0.025 
年齢 -0.01 0.013 
世帯規模 0.00 0.207 
等価世帯所得 0.00 0.605 
 
 
 
（2）研究 1b 
調査方法：国立大学の学生グループ（クラ

ブ・サークル）で質問紙調査（回答は WEB
上）を実施した。各グループでの所属期間が
1 年以上の者のみを分析対象とした。計 31
グループ 92 人からの回答が分析対象となっ
た。このうち、体育系が 18 グループ 63 人、
文化系が 13 グループ 29 人であった。調査で
は、情報探索・共有（集団意思決定への協力
行動）、個人主義傾向などが測定された。 
結果: 文化系グループにおいて、情報探

索・共有と個人主義傾向が強い正の相関（r 
= .76）を示した。一方、体育系グループでは
これより弱い正の相関（r = .28）が見られた
（マルチレベル分析で検討した結果は表 2）。 

 
以上の研究 1a・1b の結果は仮説を支持し

ており、個人が獲得した資源・情報を集団レ
ベルでプールして不確実性低減を図る際に、
「個人の判断」を重視する個人主義が求めら
れていることを示している。 

表 2. 情報探索・共有を目的変数としたラン
ダム係数モデル 
（レベル 1 は個人、レベル 2 はグループ） 
   b p 
個人レベル     
 個人主義 0.23 0.289 
 相互協調性 0.18 0.483 
 男性ダミー -0.26 0.216 
 リーダー・ダミー 1.06 < .001 
グループレベル     

 文化系グループ・ダミー 0.22 0.642 
クロス水準交互作用     
 個人主義×文化系 0.74 0.002 
 相互協調性×文化系 0.13 0.687 
 
 
 
 
（3）研究 2 
調査方法: インターネット調査会社を通じ

て 304 人から有効回答を得た。参加者は 2（自
己流動性: 低 vs. 高）×2（他者流動性: 低 vs. 
高）の 4 条件に無作為に配置された。 
参加者はまず、流動性（住居流動性）のマ

インドセットを操作する記述課題（Oishi et 
al. [2012] をベースに作成）に取り組んだ。
この課題では、ある町内で理想の仕事に就い
たとして、その後の生活を想像して記述する
よう求められた。自己高流動条件では、その
仕事に就くためにその町内に越してきたば
かりであり、2 年後にまた引越すことを想像
するよう求められた。これに対し、自己低流
動条件では、長年住んできた町内でその仕事
に就き、最短でも 10 年そこに住み続けるこ
とになると想像するよう求められた。この操
作と直交する形で、周囲の他者の流動性も操
作された。他者高流動条件では、その町内で
は転入・転出する人が多いと想像するよう求
められた。他者低流動条件では、その町内で
は引越す人が滅多にいないと想像するよう
求められた。 
この操作の後、参加者は、現実に住んでい

るコミュニティでの協力行動についての項
目、協力規範知覚の項目、コミュニティ信頼
の項目に回答した。 
結果: 重回帰分析の結果（表 3）、他者流動

性が高い時にコミュニティ内信頼と協力行
動の正の関連が強くなることが確認された。
これに対し、協力規範知覚と協力行動の正の
関連は、他者流動性が高い時に弱くなった。
以上の結果は、コミュニティの流動性が高い
時には、外的コントロールをもって社会秩序
を形成することに限界があり、「個人の判断」
への信頼こそが協力行動の基盤となるとす
る仮説を支持するものである。 

 
 
 
 



表 3. コミュニティへの協力行動を目的変数
とした重回帰分析 
  b p 
協力規範知覚 0.14 .003 
コミュニティ信頼 0.55 < .001 
自己流動性 
（操作: -1=低、+1=高） 

0.08 .021 

他者流動性 
（操作: -1=低、+1=高） 

-0.01 .659 

年齢 0.01 < .001 
性別（0=男性、1=女性） 0.11 .140 
協力規範知覚×自己流動性 0.00 .918 
コミュニティ信頼 
×自己流動性 

-0.02 .719 

協力規範知覚 
×他者流動性 

-0.11 .013 

コミュニティ信頼 
×他者流動性 

0.10 .020 

自己流動性 
×他者流動性 

-0.01 .783 

協力規範知覚×自己流動性
×他者流動性 

-0.06 .181 

コミュニティ信頼×自己流
動性×他者流動性 

-0.01 .830 
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